
英譜学習におけるト英爾語の比較研究
　　　　そ　　　の　　　一

一応答文に見られる問題点一

常　　松　　正　　雄

　1．言語は人間の「社会的行為の一形態であ
　　　　　　　　　　　　　　　1）る」（a　form　of　sicia1behaviour）と一般に云

われている。従って，「或る言語は，それを母国

語として話す人々の行動様式及び思考様式を反

映せずにはいないものである。」　（A1anguage

carmot　he1p　ref1ecting　the　ways　of　beha▽ioじr

and．thought　of　the　peop1e　who　speak　it　as

　　　　　　　　　　2）
their　mother－tongue．）これを裏返してみれば，

この事実が外国語を学習した舌）教えた書）する場

合に特殊な困難点を生み出すことが推察され

る。事実ラドーはその名著「文化と言語学iの

某礎仮定として次の如く述べている。

　「…人は母国の言語と文化の形式や意味，ま

　た意味の分布を外国語の言語や文化に　　そ

　の言語を話し，文化の巾で生活しようとする

　積極面と，その国の人達が話す言語や，その

　文化を理解しようとする受容面において

　転用しようとする傾向がある」　（…that

　md1v1dua1s　tend　to　transfer　the　foエms　and

　meanings，and　the　distribution　of　forms　and－

　meanmgs　of　the1r　nat1ve1anguage　and　cu1＿

　ture＿both　product1ve1y　when　attemptmg

　to　speak　the　1anguage　and－to　act　in　the

　cu1ture，and　recept1ve1y　when　attemptmg

　to　grssp　and　understand－the　1anguage　and－

　　　　　　　　　　　　　　　　　3）　the　cu1ture　as　practiced－by　natives．）

またクロゥスも次の言葉に我々の注意を向けて

いる。即ち，「困難一点一つ一つの精確な程度及

び性質，特にそれを教える場合の扱い方は，学

習者の母国語に大いに依存することになる。」

（The　exact　d－egree　and　nature　of　each　d1ffr

cu1ty，and　part1cu1ar1y　the　treatment　of1t1n

teachmg，must　depend1arge1y　on　the　struc＿
　　　　　　　　　　　　　　　　4）
tureofthestudent’sown1anguage．）と云う。

　こういう観点に立って言語学習を見つめる

と，英語教育において，学習者がぶっつかりそ

うな困難点を教師が予測して学習効果を挙げる

には，どうしても学習者が学ぼうとしている外

国語と，その学習者の母国語との比較研究が必

須となって■（る。

　1．2最近は，いわゆる構造言語学が我が英語

教育界に導入，応用されるようにな｛），日1英

両語の比較研究もかなり行なわれつつあるよう

であるが，何分，言言吾という誠に複雑な遭具を

対象とすることとて，まだそれは断片的段階を

歩／しでいると云ってもよかろう。筆者も誠に浅

はかながらも，過去英語教師として，正規の授

業は勿論，英語クラブ等の課外活動を通して1千；

学生から大学生までを教えてきた経験から，彼

等の英語学習上の一っの困難、点が応答文にある

ことを知り，その問題点を探究してきた。本小

論にわいては，「質問…に対する「答の文」を

作る場合，英語学習巾に生徒が山くわす可能性

のある点を，日⑧英両語の比較をしながら引き

出し，その扱い方を考えてみたい。

　2．　「答の文一を検討する際，我々がまず考

えなければならないことは，「質問」に対する

「答」は「その構造上の配列は，それを引き出

した質間との関係にわいし有局義である。」（

the1r〔answers　to　quest1ons〕　own　structura1

arrangements　have　s1gn1f1cance　w1th　reference
　　　　　　　　　　　　　　　　5）
to　the　quest1ons　that　e11c1ted．them）という，

フリーズの言葉である。之に従えば，我々の第

一の仕事は引き山される反応の種類によって英

語の「質間」の型を二つに分けることである。

その分類は　般的に次のようになる。

　（a）yeS又はnOを必要とするもの。これら

　　　は云うまでもなく，主語と動詞（又は助
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英語学習における日。英両語の比較研究

（B）の　場　合 （表3）

質　　　　　　　　　　問 事　　　実 答

否定 彼はアメリカの少年ではありませんか。i

■肯定十いいえ，そうで丸
　　　　　　　　　（アメリカ人です）

x否　　定一一・はい，そうではありませ／し、。
　　　　　■　　　　（ちがいます）

　表1一表3に亘って述べたことをまとめる

と，（a）英語では，答を引き出す質間文の形式

は答の文におけるyeS或はn0を選ぶことに
は関係しない。一方，日本語では，答の文にわ

ける「はい」或は「いいえ」を選ぶのに，質問

文の形式が影響を与える。lb）英語では，機能

語yeS及びn0は事実と必ず一致してわり，

しかも，yeS又はnoはそれぞれ導入する答の

文とも相互関係を持ち，必ずその肯定・否定の

関係が一致している。即ち，「事実」㊥「yeS

又はnO」。「答の文」の三者間にわける「肯

定1否定関係一は常に一致している。

　一方，日本語の場合を検討してみると，答の

文にわける「はい」と「いいえ」は質問文と事

実の問に存する肯定1否定関係に対して一致又

は不一致を表わしており，「はい一又は「いい

え」と，それぞれが導入する答の文との肯定。

否定関係は必ずしも一致しない。即ち（a’）質問

文が肯定の場合には，「事実」⑤「映はい”又は

足（いいえ22」⑧「答の文」の三者間に花式的に

「肯定1否定関係」の一致が見られる。が，

（b’）質問文が否定の場合には，「双はいり又は

“（いいえ”」は「事実一及ひ「答の文一との間に

「肯定㊥否定関係一にわいて常に逆の関係が見

出される。これを要するに（a’）の場合にはそれ

に対する英語の表現形式と比べて何等差異を認

めないが，（b’）の場合には日⑤英両語の表現形

式に大なる違いを認めざるを得ない。此の、点に

おいて，クロゥスの云う言語にわける行動様式

及び思考様式の反映を兄るのである。従って此

処には我々が英語を学習し，又は教授する場合

’に困難点の生ずることが予測される。事実フリ

ーズはこの、点を次の如く述べて否定疑閥文がn

本人にとって如何に困難な箏項であるかを指摘

している。即ち，「ぺその場でのテスドによっ

て閉らかになった所では，日木人　　相当英語

を把握した人たちにさえも　　特に困難な構造

上の事項の一つは否定疑問文である。」　（One

of　the　structura1items　that　theヒミspot　tests”

・・…1・d・…p・・i・11ydiffi・u1tf・・J・p・n…，

｛｛even　those　with　considerab1e　contro1of　Eng一

　　　　　　　　　　　　　　ユ1）1ish汐was　the　negative　question．）しかも，「否

定疑問文は，英語を生まれながらに話す人が話

す場合には，話者自身が実際感じているより遙

かに頻繁に起こっている。一　（The　ne全ative

quest1on　occurs　much　more　frequent1y1n　the

speech　of　nat1ve　spealkers　of　Eng11sh　than

　　　　　　　　　　　　　　12）thespeakersthemse1vesrea11ze）と，フ1〕一ス

はその使用頻度の多いことも指摘している。彼

の研究によると，東京のある食堂で生まれなが

らにして英語を話す一人の外人が使う英語を数

ケ月に亘って観察した処，「その外人が女給仕

さんに発した質問を記録したものの巾，約90％

は否定疑問文であった。」（Near1y　g0％of　the

recorded－questions　asked　the　waitresses　by

this　native　Eng1ish　speaker　were　negative
　　　　ユ3）
queStiOnS．）と述べている。否定疑問の形がこれ．

程頻繁に使用されるとすれば，この形式は我々

の英語学習にわいても今少し真面□に取扱われ

る必要があると思われる。

　3．以上のことから，我々が英語の否定疑問

文と取組む場合に，yeS二「はい」，no二「い

いえ」という単語としての意味のみからくる観

念を持って出発すると，次のような問題が起こ

ることが予測される。

　3．1（A）掌脊（恥讐p…io早）∫剤tゑ問題点

　　　a）Isn’t　it　a　fish？　　No，it　isn’t．

　　　b）Doesn’t　it1ive　in　the　sea？

　　　　Yes，it　does．

　　　c）Aren’t　you　younger　than　Jack9
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Yes, I am. I'm younger than Jack. 
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英語学習における日・英両語の比較研究

　　　　　　「neverでない」，「noth1ngで
　　　　　　　　16）
　　　　　　ない」

と考えた方が，「場而一に即した把握ができそ

うに思える。

　3．2応答文を検討する場合，今一つの問題は

いわゆる付加疑問文と答との関係である。

　ここで先ず注目すべきはけ加疑問文の形であ

る。これを示せば次のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　（表4）

陳　　述　　部

英語

日木斥γ1

You1ike｛1owers，

あなたは花が好きです

付加音偉

dOn，t　yOu？

＊

か又はね

＊開隆堂3c第2課
（表5）

陳　　　述　　部

英語 You　d－on’t1ike｛1owers，

　　　あなたは花が日木語
　　　　　好きではありません

付　加　部

dOy・u？

か又はね

即ち，付加疑問文の形は，日1英両語とも「陳

述部十付加部」という構造を持っていると考え

られる。そして第1要素である「陳述部Iは訓

順の柵違を除けば，日圃英両語問に形式一ヒ大芹

は認められない。一方，第2要素である「付力n

部．1にわいては，英語では「助動詞（又はbe

その他）十主詔…という形を持ち，且つそれが

「肯定」又は11査定…を表わしているのに1対

し，〔木．祁では「か一又は「ね」という「助

詞」一語がきており，それは「肯定」，「否定一

の関係は何等表示していない。以上の背景を考

慮すれば，日本人学習者は英語の付加疑問文に

杵える場合に，その付加部の「竹定．i又はド不

定．1表示の箏実には先ず注意を払わないだろう

と推測できる。従ってその第1要素である「陳

述郁」のみを考えて「答一を出す可能性がでて

．くることになる。従って，この付加疑問文の場

合の応答文の関係を示すと次のようになるであ

ろう。

（表6）

質 問 答

■
1
事実

陳 述 部
付加部　　一………　　　　　　　川　　　………　…　　一　　　　　…1

英 語 日 本 諮

　肯　　定You1ikef1owers， 否　定一　　　　肯定　　　；　　　一d・㎡t…り否定
Yes，Ido．i　　　　■No，Idon’t．

1

　　　　　u凹　　】　　　　一はい，好きです。いいえ，好きでは　　　ありません。

　否　　定　　止・・…舳・l1・…斗1・・。…　　‘㎞…　　　　　　　　　　…　　　　　　…　　　　　　　　1　　　　　　　　　…　　　　一一　　　一　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　一

i
1
■否定

　　　　；Yes，I　do．　　いいえ，好きです。　　　　「N叫Idoポ仁1はい・好きでは　　　　　　　ありませ／し．，

ありませ／し。

ここでも，3．1で述べられたことと共通した問

題が起ってくる。英語あ答の方は「質間（陳述

部，又は句加部）」，「事実」，「答一の三者間に

一定の肯定1否定関係を持っているのに対し，

日本語の場合，その答は常に「質問…の申の陳

述部のみに対する一致又は不一致の形で作られ

る。従って，ここに起こってくる問題は「質

問」の陳述部が否定の場合に限られ，結局その

性質は，3．1で述べられた否定疑問文に関する

場合に似て一（ろ。

　3．3応答文で今一つ日本人英語学習者がその

初期の段階にわいて誤ちを犯すものに選択疑問

に関するものがある。勿論この場合「答」の方

には，日③英両語とも肯定・否定を表わすyeS，

no或は「はい」，「いいえ」を使用しないの

が正しいのであるから，一見問題はなさそうに

みえる。しかし，実際教室では教師のIs　this

a　bott1e　or　a　box？　（開隆堂，1，第3課）と

いう質問に対して，生徒はYes，it　is　a　box。

と1ノ’1う答を出す場合がよく見受けら才1ろ。その
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常　　松

原因は何処にあるであろうか。勿諭，この誤！）

は，この選択疑問という形が出てくるまでに，

小徒は，英語では答に必ずyeS又はn0をつ

けるのだという習慣形成が徹底した結果に｛来

するとも考えられる。

しかし，此処で日1英両語の構造を今一歩突込

んで考えてみよう。

（事｛　　丁言吾）Is　this　a　bott1e　or　a　box？　……la）

（「i木語）これはビンですか，1或は箱ですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・州

即ち，（a）の場合は，Orを申心にしてその前後

正　　雄

に「単言～を置1、・て選択させるのに対して，（b〕

の場合は，「或は」を中心にしてその前後がた

だ一一ケの単語ではなくて，一応「文」の形をも

ったものが置かれている。従ってlb）の場合は，

事実上「或は」を巾心にして前後二つの疑問文

があるように感じられる。それ故，答える方で

は，つい「或は．／の後の要素を申心にして考

え，それに一・致する場合はyeSを，又，一致

しない場合はnoをうっかり使ってしまう結果

となるであろう。これを表示すれば下記のよう

になるであろう。

　　　　　　　　　　　　（表7）
/
L
;
~
C
+
'
 
-
-
l
 

i"~*~ f~~ ~~ ~~~~l 

Fi 7l~ ~ )~ 

Is this a bottle or a box 9 box 
I It is a box 

Yes, it is a box. 

Is this a box or a bottle ? box It is a box. No, it is a box. 

この場合は，従って，特に「発表」の場合にこ

のような誤ちの出てくる可能作を予測して指導

すべきであろう。

　4．以上に述べた応答文に見られる問題、1点を

まとめてみると，普通は，「質問」が肯定の形

で出てくる場合には，「受容」及び「発表」の

両而にわいて日木ノ㌧英語学習者には問題、点はな

1、・。しかし，「質問」が否定の形で出てくる場

合には，日本人英語学習者は「答」にわける

「肯定1否定関係」の受け取り方，及び発表の

仕方にわいて最も複雑な戸惑いを感じるであろ

う。そして，この困難は「発表」の段階にわい

てその困乱度が高い。

　従つて，応答文の学習指導を行なう場合，教

師は「質問一の形が否定の場合に特に注意を払

い，とりわけ，それと関連した「発表」段階に

生徒の注意を向けさせる必要があるであろう。

その際，注目すべきことは次の事項であろう。・

　　／二）　「質問」の巾の肯定⑤否定の別には気

　　　　を可辺られないこと。

　　2）　「答一の申で肯定，否定を表わすyes

　　　　又はno選択の決定は「事実」，即ち，

　　　　「答一の申のyeS又はnOがそれぞ

　　　れ後に従える文の肯定倒否定に一致さ

　　　せる。従つて，yeS又はnOの持っ概

　　　念は

　　　　nO　＝　「nOtである」，「nOOre

　　　　　　　　である」，「ne▽erである」，

　　　　　　　　「nothingである」

　　　　yeS＝　「nOtではない」，「n00ne

　　　　　　　　でない」，「neVerでない」，

　　　　　　　　「nothingでない」

　　　と受け取る。

　3）英語の質問が否定の形で出てきた場

　　　合，それに対する答では大抵の場合，

　　　日木語の「はい」，「いいえ一とは逆

　　　にyeS，nOを使うつもりでいること、

　4）答に関する「受容」及び「発表」にわ

　　　いて特に困難点がありそうな場合に

　　　は，Yes，it　is．No，I　d－on’t．などのよ

　　　うな「短かい答一よりも，Yes，it　is　a

　　　book．とか，Yes，it　is．It　is　a　book．

　　　というふうに，「長い答」又は「短い

　　　答十長い答」という形を出した方が理

　　　解し易くなること。

以上，本小論にわいては，日本人が英語学習
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SUMMARY 

Since a languag-~e is a form of s_ocial behav-

iour, it l~eflects the ways and beha¥'iour and 

thougrht of the pe.ople who speak. it as their 

mother tonabue. This llcileans, on the other 

hand, problemb- in learning and teaching a for-

e.gin lanbauage must be sol¥'ed thr,ou=~h com-

parative studies of the foreign languabae that 

the learner is trying to master and his moth-

er-tongue. After such e.fforts, ~lve can dis*tin-

bouish the problems that are tmique to the 

learner who has been brought up in a cer-

tam language communitv_ , and the. result is 

that we shall be able to direct him to a more 

effective learning of a foreign langua_ge. 

In this light, this short stud~_r is devoted 

mainly to some of the probable difficulties of 

the Japanese learners of English whic.h might 

occur in connection with the English response 

patterns. Taken as a whole together with the 

questions that elicited the answers, the Eng-

lish response patterns present to the Japanese 

no difficulties to be mentioned, when the 

question_s are in the affirmative ; while they 

do offer rather confusing problems, ~Tvhen the 

questions are in the negative. Especially diffi-

cult for the Japanese learners of En.~~'_1ish is 

concerned ¥vitll the, affirmative-negative dec,i-

sion. Such a difficulty lies in the fact that 

while in English the~. decision is made accord-

ing to the basis of the status of fact, in Jap-

anese, the relationship between the fact and 

the forms of the preceding question is the 

de_ciding factor. Accordinea.ly, in Ja~panese 

¥vhatever the fact is, the decision of the affirm-

ative or the negative is made on the basis 

of whether the _speaker agree to the staternent 

in the preceding question or not. 

Although the difficulties in these cases will 

be cleare.d away through a s~_rstematic produc-

tion drills with these patterns, since in most 

cases receptive difficulties will die, a~way after 

a certain pattern or a vocabulary item, etc. is 

productively maste.red, a more fundametal mat-

ter is the conceptions of the functicnlL Words 

yes and ;ro. If the Japanese equivalents "hai" 

and "･iie" are baiven in a hastv_ connection, no 

conLusion mav_ be cleared a~~7ay from the 

mind of the Japanese le_arner of the English 

response patterns. On the other hand, it would 

help him to solve problem, if he grasps 

the conceptions of t'yes" and "no' as follows: 

' " t*rt is 'no one , ~ '~*no '~' as ~it is 'not ," **rt is 
nothmg ~' ~,rVhile t'yes" as ~ it isn't 'not ," cqit '* 

isn't 'no one"' t~rt isn't 'never' ~' and tcit isn't 

' nothi ng' . "' 

After all, a language, from the complicated 

structure down to each vocabulal~y item, 

ought to be learned in connection with the 

s*ituation in which it is used. This is the 

essential factor to the solution of such diffi-

culties as those treated in this paper. 
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